
都市・国土のモルフォロジィ(形態学）：コロナ禍を超えて

2020年12月24日 筑波大学 谷口守

第17回国土交通技術行政の基本政策懇談会

分散すべき！ 集約すべき！
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過去２年間の本懇談会での話題提供

• 2018.8.31.

コンパクトシティを再考する

• 2019.9.30.

人口減少予測にあらがうための政策は何か



コロナショックを見る前に

コロナ直前までの

長期的トレンドをまず理解



東京都市圏パーソントリップ（PT)調査より

調査期間

平成30年9月～11月の平日1日

調査対象地域

東京都（島しょ部を除く）、神奈川県、埼玉県、千葉県
の全域及び茨城県南部地域

調査対象者

住民基本台帳から５歳以上の方を無作為に抽出

有効回答数

約16万世帯、約31万人

10年ごと調査、最新版は昨年秋調査



携帯位置情報

随時：

簡便な計測に相当

◎PT系データ情報

定期的：

人間ドックに相当

統計的裏付け、個人属性、
トリップ属性等あり時間・空間解像度高い

https://mobakumap.jp/#3
5.681236,139.767125,14z



総トリップ数が初めて減少
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図 人口および総トリップ数の経年変化

近畿圏、中京圏でも全く同様のパターン



若年層の外出率低下が顕著
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図 年齢階層別外出率の経年変化



②この10年間での仕事の仕方の変化

作成：The Institute of Behavioral Sciences | 計量計画研究所8

 対面での打合せからWeb、テレビ会議へかなり置き換わり割合は約21%

 対面での営業から電子メールでの営業にかなり置き換わり割合は約23%

 商品の持参・納品からメールなどでの電子送付にかなり置き換わり割合は約29%

⇒移動を伴わない仕事の機会が増加

＜10年間での仕事の仕方の変化＞

資料：国土交通省 パーソントリップ調査補完調査（東京都市圏）



⑥非外出者と所得水準、健康水準

9

資料：国土交通省 パーソントリップ調査（東京都市圏）

作成 The Institute of Behavioral Sciences | 計量計画研究所

 世帯年収が低い人ほど外出率が低い

 健康状態に課題のある人の方が、外出率が低い

＜世帯年収別の外出率＞ ＜健康水準別の外出率＞



(10/6記者発表)

国土交通省実施の

コロナ生活行動調査

10

コロナによる
影響

https://www.mlit.go.jp/report/
press/content/001366702.pdf



15分単位で行動をつぶさに観察してみると･･･ 11

①コロナ前：
「新型コロナウイルス感染症流行前」
②宣言中：2020年4月16日～5月13日
③宣言後：2020年7月31日

本発表で用いる時期の定義

図：新型コロナの流行状況と調査対象時点の関係性

WEBアンケート
(12,872サンプル）

新型コロナ生活行動調査

実施主体
国土交通省都市局

都市計画課都市計画調査室

調査期間
2020年8月3日～
2020年8月25日

特定警戒都道府県 左記以外

札幌市、東京都市圏（茨城南部、埼玉県、千葉

県、東京都、神奈川県の市区町村）、金沢市、

岐阜市、名古屋市、大阪市、豊中市、福岡市

盛岡市、仙台市、静岡市、四日市市、

奈良市、広島市、松山市

個人への３時点パネル

基礎集計は10/6
に記者発表済



図：15分ごとの育児を行っていた人の割合(女性有職者)
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学校の休校が影響、宣言後は元に戻る

国土交通省都市局調査より作成
武田・小松崎・谷口：COVID-19がもたらした生活変化の弾力性、都市計画報告集、Vol.19、2020.

♀



図：15分ごとの育児を行っていた人の割合(男性有職者)
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それで育児したつもり!? と言われます

国土交通省都市局調査より作成
武田・小松崎・谷口：COVID-19がもたらした生活変化の弾力性、都市計画報告集、Vol.19、2020.



活動ごとの主要な変化パターンの把握 14

食料品・日用品の買い物

図：3時点における外出頻度変化パターン
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【同時点での回答の分布】

【全サンプルに占める割合】

5%未満

3時点で変化なし

調査時点で戻っていない

減少して調査時点で戻った

【変化パターンの種類】

凡例
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5

n=5,851

国土交通省都市局調査より作成
武田・谷口：ウィズコロナにおける外出行動頻度の変化、－食料品・日用品の買い物頻度に着目して－、

土木計画学研究発表会スペシャルセッション(ポストコロナの東京都市圏）、2020.11.



0

1

2

3

4

5

6

7

8
0:
0
0

1:
0
0

2:
0
0

3:
0
0

4:
0
0

5:
0
0

6:
0
0

7:
0
0

8:
0
0

9:
0
0

10
:0
0

11
:0
0

12
:0
0

13
:0
0

14
:0
0

15
:0
0

16
:0
0

17
:0
0

18
:0
0

19
:0
0

20
:0
0

21
:0
0

22
:0
0

23
:0
0

(%)

7/30(木)

宣言中

(%)

7/30(木)

宣言中

N=12,872

コロナ前

図：15分ごとの自動車で移動していた人の割合
(全サンプル)

国土交通省都市局調査より作成
武田・小松崎・谷口：COVID-19がもたらした生活変化の弾力性、都市計画報告集、Vol.19、2020.



コンパクトなまちは危険？

公共交通は危ない？

たとえば、某省庁広報資料より
・人口密度が一定規模以上の大都市の
感染率が高い。
→ 分散型の社会を



2020年10月転出入超過数
（ ）内は1年前：2019年10月

• 東京都特別区 -4,525 （1,920）

• 山形県 -65 （-80）
• 三重県 -221    （-113）
• 鳥取県 -16 （-33）
• 熊本県 -91 （-22）

• 千葉県 873 （-506）
• 茨城県 291 （-78）
• 長野県 84 （-47）
• 北海道 354 （-70）

東京都心からは脱出

地方に分散したわけ
では全くない

東京にいつでもいける
関東縁辺部へ拡散

軽井沢リモートワーク
北海道志向



18
出所：https://www.mlit.go.jp/

tetudo/content/001350659.pdf



コロナでこれから
どうなりますか？

どうしたらいいですか？

ずっと先のことはわからない。
ずっと昔のことを見てみよう。
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https://oyoyoshorin.jp/shop/56703/

https://twitter.com/sayohWestlieben/status/125

7685010242396163https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E6%96%B0%E3%81%97%E3%81%84%E7%94%9F%E6%B4%BB%E6%A7%98%E5%

BC%8F&fr=top_ga1_sa&ei=UTF-8&mfb=P058&ts=5969&aq=-1&oq=&at=&ai=aaK9t9GZR3Wp0NpWFGgCEA



21

スペイン風邪（1918～20）から何を学ぶ？

世界人口の３割罹患、2000～4500万人死亡
日本では人口5600万人、死者数45万人 （速水より）

＞福井県九頭竜川上流の山間部では、「感冒の為一村全滅」
＞神戸には、二箇所に火葬場があったが、それぞれ100

体以上の死体が運ばれ、処理能力を超え、棺桶が放置
＞大都市部であろうが農村部であろうが、スペイン風邪の
被害は「平等」に降りかかっている

・（はやりかぜに）かからぬには
1.病人または病人らしい者、咳する者に近寄ってはならぬ
2.たくさん人の集まっているところに立ち入るな
3.人の集まっている場所、電車、汽車などの内では必ず呼吸保護器（＊マスクの
事）をかけ、それでなくば鼻、口を「ハンカチ」手ぬぐいなどで軽く覆いなさい

今言われてる事（三密避ける）と何も変わらない。
スペイン風邪の後、三密を避ける社会が続いたわけではない。

New ノーマル ではない、
Old アブノーマル（一時的なもの）である
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図3：都道府県の人口密度とスペイン風邪での死亡率の関係

(東京府・大阪府除く)拡大版

相関係数：-0.18654

回帰直線：
𝑦 = −2.0 ∗ 10−6 𝑥 + 8.5 ∗ 10−3

𝑅2 = 0.0348

速水融：日本を襲ったスペイン・インフルエンザ､藤原書店､2006.の資料を元に谷口守研究室で作成



Oldアブノーマルへの固執は
健全な都市構造を崩す主要因

コンパクトシティへの風評被害

「マクロな密度」と「ミクロな密」

を混同する社会

公共交通集客パワーや

人出そのものの減少

23
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密度の高い都市ほど安全？
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2020.11.24.までの統計（合計値）から

379.8人
7.9人

人口１万人あたりの 感染者数
死者数

7.9人
0.1人

89.7人
3.1人

10.9人
0.2人 6.1人

0.1人

最もコンパクトシティから遠い
米国が最大の感染国

見かけ上、自動車に頼らな
い国ほどコロナに強い!?

密度が高いからと
いって感染がひど
いわけではない
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S.Hamidi, S.Sabouri and R, Ewing：
Does Density Aggravate the COVID-

19 Pndemic?, Jouranal of American 

Planning Association, Vol84, No.4, 

pp.495-509, 2020.（ジョン・ホプキン
ス大学とユタ大学の共同研究）

Suprisingly, we find that COVOD-19 death 

rate are lower in denser counties and higher in 

less counties, at a high level of statistical 

significance.

驚いたことに、高密な地域の方が
低密な地域よりもCOVID-19によ
る死亡率が統計的に強く有意に
低いことが示された。
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オンライン化の流れ

スペイン風邪時と違って一部
「ノーマル化」しそうなこと



図：15分ごとの在宅で仕事を行っていた人の割合
(全有職者)
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国土交通省都市局調査より作成
武田・小松崎・谷口：COVID-19がもたらした生活変化の弾力性、都市計画報告集、Vol.19、2020.
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在宅勤務実施率（個人特性別）

（出典）Morikawa, Masayuki (2020). “Productivity of Working from Home during the COVID-19 Pandemic: Evidence from 

an Employee Survey.” Covid Economics, 49, 132-147.

森川正之先生（一橋大学）提供スライド



在宅勤務の制約となった規制・ルール：企業

32
（出典）森川正之 (2020). 「新型コロナと在宅勤務の生産性：企業サーベイに基づく概観」, RIETI Discussion Paper, 20-J-041.

森川正之先生（一橋大学）提供スライド
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リモート活動の今後の実施意向

食料品・日用品以外のネット購入
（インターネット通販・フリーマーケットサービスなど）

食料品・日用品のネット購入
（ネットスーパーなど）

食事のデリバリーサービス・出前

家族や知人とのビデオ通話

オンライン会議

オンライン診療

オンライン授業・講義（学校、塾等）

オンラインでの習い事・レッスン

オンライン飲み会

 商品の購入等の実施意向は高い一方、オンライン飲み会などコミュニケーション系の活動

の実施意向は低い

意識調査

※わからないとの回答者は集計対象外としています。

■とてもそう思う ■そう思う ■どちらでもない ■そう思わない ■全くそう思わない

今後行いたい、続けたいと思う 今後行いたい、続けたいと思わない
凡例
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活動別の最も頻繁に訪れた場所

34

 食料品・日用品以外の買い物は、「自宅周辺」で依然として実施されている一方、「自宅

から離れた都心・中心市街地」の活動は減少傾向にある

活動頻度調査

そもそもこの活動を行っていない

自宅周辺

勤務地・学校周辺

自宅から離れた
都心・中心市街地

自宅から離れた郊外

その他

8%

50%

7%

15%

17%

3%

13%

51%

7%

11%

17%

3%

食料品・日用品以外の買い物 解除後コロナ前

全国

国土交通省都市局調査より



１５分都市圏へのニーズ

35東京都市圏PT調査技術検討委員会検討案



都市空間に対する意識（充実してほしい空間）

 ①ゆとりある屋外空間の充実、②自転車や徒歩で回遊できる空間の充実に対するニーズが

高い

46%

37%

35%

33%

26%

16%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

① 公園、広場、テラスなどゆとりある屋外空間の充実

② 自転車や徒歩で回遊できる空間の充実

③ 屋外での飲食やテイクアウトが可能な店舗の充実

④ リアルタイムで混雑状況を把握できるアプリ等の充実

⑤ 駐車場の整備など自動車利用環境の充実

⑥ （屋内ではなく）屋外でのイベントの充実

⑦ この中にはない

意識調査
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全国

国土交通省都市局調査
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Para-
transit
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Para-
worksite
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 全国都市交通特性調査で継続して対象とされる40都市を対象

 分析対象期間は1994年から2020年継続中
改訂前の都市マス含め2020年までで全82冊，約16,400頁を対象

大都市圏核都市

札幌 仙台 千葉 横浜

川崎 名古屋 京都 大阪

神戸 広島 福岡 北九州

大都市圏周辺都市
塩釜 所沢 松戸 春日井

宇治 堺 奈良 呉

地方圏都市

弘前 盛岡 湯沢 郡山

宇都宮 上越 金沢 山梨

静岡 岐阜 松江 安来

海南 徳島 今治 高知

南国 熊本 人吉 鹿児島



図：コンパクトシティ政策の掲載状況
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①生活利便性

④地域経済

⑦自然環境保全

⑥エネルギー
/低炭素化

⑤行政運営

③安全・安心

②健康・福祉

（出所）越川知紘・森本瑛士・谷口守：コンパクトシティ政策に対する記述と評価の乖離実態、
－都市計画マスタープランに着目して－、都市計画論文集、No.52-3、2017.

コンパクトシティ政策の掲載状況



画：ドレ

田園都市論へ

産業構造変化に
よる都市スラム化
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スマート化・分散化 を適切に受け取める
骨太方針必要 ハワード：スリーマグネット

（今から100年前に感染症が
きっかけで生じたシフト）
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新たなスリーマグネット論が必要
実空間とサイバー空間をどう連動させるか

まちなかへ誘導する仕組みも

Real spaceとCyber space両方の長所を生かしたまちづくりを

O2O：
Online to Offline

出所：富永透見・星野奈月・谷口守：都市の賑わいを生むO2O効果発現可能性の検討、
－店舗・施設によるサイバー空間上の広報に着目して－、都市計画論文集、No.50-3、2015.

実空間での出会
いの喪失

熟練者消滅

疎外化・幸福度
の違い

ソロ化の進展

サイバー依存だと



ご清聴ありがとうございました


